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小規模特別養護老人ホーム
大曽根

小規模多機能型居宅介護事業所
おおそねケアセンター

普段の様子

普段の様子 パズルや紙芝居など日々の活動やお手伝い、そしていちばんの
楽しみの食事レク。楽しく充実した毎日を過しています。

久しぶりに地域の小中学生との交流が再開され
ました。また、日々の活動では、装飾づくりな
どを楽しみ、笑顔あふれる日々を送っています。

職員
の手作りラーメン

う
ま
い
！

む
か
し
、

　
　
む
か
し

地域の小中学校との交流

季節の手作り装飾づくり
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10月

12月

1月

2月

2月

芋煮会

クリスマス会

　餅つき

　節分

　おかしバイキング

山形といえば芋煮。今年もおいしくできました。

いちばん楽しみなイベント。

昔を思い出し、みなさん夢中になっていました。

一年の健康を祈って、鬼は外～！

どれにしよ～。
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お
お
ぞ
ら
ケ
ア
セ
ン
タ
ーおおぞらケアセンターでは、年４回広報誌を発行しており、日

々の様子等をお届けしています。清桜会公式ホームページから
もご覧いただけますので、右のQRコードより是非、ご覧くだ
さい。

個性あふれる出し物で大いに盛り上がり、笑顔あふれる時間になりました。

普段の様子
ゲームや体操など体を動かし楽しく過
ごす時間を大切にしています。

イベ
ント日の楽しみ

月ごとのイベントに合わせ
たメニューで、季節の味覚
を楽しんでいます。

６周年を迎えました！！



音楽療法～音楽の力で、心と体に笑顔を～
　当施設では、山形大学三原法子先生より音楽療法研究への協力依頼を受け、全10 回の音楽療
法の取り組みを行いました。これまで抽象的に語られることの多かった音楽療法の効果について
データに基づいた検証を目的としたものです。
　口腔機能や生活機能、QOLなどの評価も合わせて実施し、多角的な視点から効果の確認を進め
ています。　
　童謡などの懐かしい曲を歌ったり、楽器やスカーフを使ってリズムに合わせて活動する中、自
然と笑顔あふれる時間が増えました。また、音楽に合わせて体を動かすことで、心身の活性化に
もつながりました。
　はじめは「声が出ない」「歌えない」と話されていた方も、回を重ねるごとに大きな声で歌われ
るようになりました。懐かしい曲をきっかけに思い出話に花が咲き、「なつかしいね」と利用者同
士の会話が広がる場面も多く見られました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　音楽を通じて心と体の両面に働きかける音楽療法は、日
　　　　　　　　　　　　　　　　　々の楽しみのひとつであり、利用者様にとって大切な時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　となりました。
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。
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た
職
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か
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ぐ
現
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う
」

「
新
た
な
気
づ
き
が
あ
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
、学

び
の
多
い
研
修
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
伝
達
研
修
を
行

い
、
施
設
全
体
で
知
識
の
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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タオルをご寄贈いただきました
　山形市シルバー人材センター女性部会様よりタオルをご寄贈いただきま
した。18年にわたり高齢者福祉施設への寄贈を続けてこられましたが、昨
年度をもって一区切りすることになりました。その締めくくりの寄贈先と
して当施設をお選びいただきました。
　コロナ禍以降、ペーパータオルの使用増加やタオル確保の難しさから、今
回で活動を終了するとのことです。
いただいたタオルは、日々の生活の中で大切に使わせていただきます。



〒990-2384　山形県山形市大字上反田 811-1
小規模特別養護老人ホーム大曽根

TEL.023-674-7741   FAX.023-674-7738
小規模多機能型居宅介護事業所おおそねケアセンター

TEL.023-674-7729  FAX.023-674-7738
小規模多機能型居宅介護事業所おおぞらケアセンター

TEL.023-643-5571  FAX.023-643-5563
E-mail：t-oosone@sage.ocn.ne.jp

介護員募集中
一緒に楽しく働きませんか？

インスタグラムはじめました

右の QR カードからもご覧いただけます。

アルバム、ブログ更新しています

右の QR コードからもご覧いただけます。

入居相談・見学受付中！

特別養護老人ホーム

完全個室
介護員が

24 時間常駐

楽しい

レクリエーション

楽しい

レクリエーション

楽しい

レクリエーション

自然に囲まれた

静かな

ロケーション

施設の特徴や料金、お申し込みの流れなど詳しくは
QR コードよりご確認ください。
見学についてもお気軽にお問い合わせください。

担当：田崎
TEL：023-674-7741

施設長より

編集後記

　日頃より当施設の運営にご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。
　近年は、介護を必要とされる方の状況も変化しており、入所を希望される方の動きにも変
化が見られています。支援の必要性が高い方と、在宅での生活を希望される方との傾向が分
かれてきている中で、私たち施設に求められる役割も変化してきていると感じております。
そのような中で、私たちは地域に根ざした施設として、利用者一人ひとりの「その人らしさ」
を大切にしながら、安定した運営と質の高いケアの両立に努めてまいります。また、職員が
安心して働き続けられる環境を整えることが、結果としてよりよいサービスの提供につなが
ると考えております。
　これからも地域の皆さまや関係機関の皆さまと連携しながら、選ばれ続ける施設である
ために、日々の取り組みを積み重ねてまいります。今後ともどうぞよろしくお願いします。

一年ぶりの発行となりました。その間、色々な
こともありましたが、無事にお届けすることが
できました。ご協力いただいた皆さま、ありが
とうございます。
今後とも広報誌や SNS を通じて、利用者様の笑
顔をお届けしてまいります。


